
1 

 

   

                        

                           

    

本
学
初
代
学
長
で
あ
っ
た
横
井
時
敬
は
、
育
英
黌

農
業
科
が
東
京
農
学
校
と
し
て
独
立
し
た
後
の
教
頭

に
つ
い
て
、
「
沢
村
（
真
）
博
士
は
我
が
校
の
独
立

後
、
最
初
の
教
頭
で
あ
っ
た
が
、
間
も
な
く
職
を
辞

し
、
豊
永
（
真
理
）
農
学
士
が
そ
の
後
を
つ
い
だ
が
、

こ
れ
ま
た
久
し
く
止
ま
る
こ
と
出
来
な
い
で
、
そ
の

職
を
長
岡
（
宗
好
）
農
学
士
に
譲
っ
た
。
か
よ
う
に
し

て
教
頭
の
地
位
が
し
ば
し
ば
動
揺
し
た
と
い
う
の

は
、
我
が
教
頭
に
戴
い
た
諸
氏
は
、
皆
そ
う
そ
う
た

る
農
学
者
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
然
る

べ
き
劇
職
に
就
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
勢
い

我
が
教
頭
の
任
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
」
か
ら
だ
と
回
想
し
て
い
る
。
沢
村
真
に
つ
い
て

は
こ
の
連
載
の
（
七
）
で
、
ま
た
そ
の
後
任
の
長
岡
宗

好
に
つ
い
て
は
同
（
四
）
で
取
り
上
げ
た
が
、
長
岡
の

後
も
、
前
回
取
り
上
げ
た
本
多
岩
次
郎
、
次
い
で
今

回
の
主
人
公
で
あ
る
小
林
房
次
郎
と
め
ま
ぐ
る
し
く

教
頭
が
替
わ
っ
て
い
る
。 

 

さ
て
、
横
井
時
敬
は
駒
場
農
学
校
卒
業
後
、
短
期

間
の
兵
庫
県
勤
務
を
経
て
、
福
岡
県
で
八
年
間
を
過

ご
し
、
こ
の
間
、
日
本
近
代
農
学
の
最
初
の
成
果
と

評
価
さ
れ
る
種
籾
の
塩
水
撰
種
法
を
発
明
し
た
。
こ

の
塩
水
撰
種
法
に
代
表
さ
れ
る
横
井
の
業
績
を
高
く
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評
価
し
、
現
在
の
農
林
水
産
省
の
前
身
に
当
た
る
農

商
務
省
に
推
薦
し
た
の
は
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ェ
ス
カ
で

あ
っ
た
。
当
時
フ
ェ
ス
カ
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
の

御
雇
ド
イ
ツ
人
農
学
者
は
日
本
農
業
に
関
す
る
最
高

の
権
威
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
駒
場
農
学
校
の
教
師
で

あ
っ
た
が
、
フ
ェ
ス
カ
の
場
合
、
駒
場
農
学
校
教
師

は
兼
任
で
、
本
務
は
農
商
務
省
地
質
調
査
所
に
お
け

る
土
性
調
査
事
業
の
指
導
で
あ
っ
た
。
地
質
調
査
所

で
は
、
フ
ェ
ス
カ
の
下
、
こ
の
連
載
の
（
三
）
で
取
り

上
げ
た
恒
藤
規
隆
の
ほ
か
、
大
内
健
、
今
井
秀
之
助
、

渡
部
朔
、
青
山
元
（
い
ず
れ
も
横
井
時
敬
の
駒
場
農

学
校
同
級
生
）
、
鴨
下
松
次
郎
（
明
治
一
九
年
駒
場

卒
）
な
ど
が
土
性
調
査
事
業
に
従
事
し
て
い
た
が
、

明
治
二
一
年
、
駒
場
を
卒
業
し
、
メ
ン
バ
ー
に
加
わ

っ
た
の
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
小
林
房
次
郎
で
あ
る
。 

            

              

小
林
房
次
郎
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
現
在
の

広
島
県
広
島
市
に
生
ま
れ
、
広
島
英
語
学
校
等
を
経

て
駒
場
農
学
校
に
入
学
、
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）

七
月
、
同
校
の
後
身
で
あ
る
東
京
農
林
学
校
農
学
科

を
卒
業
し
た
。
同
級
生
に
は
前
出
の
本
多
、
長
岡
の

ほ
か
、
の
ち
に
宇
都
宮
高
等
農
林
学
校
（
現
在
の
宇

都
宮
大
学
農
学
部
）
初
代
校
長
と
な
る
佐
藤
義
長
な

ど
が
い
る
。
卒
業
後
、
農
商
務
省
地
質
局
技
手
見
習

を
経
て
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
同
省
地
質
調
査

所
技
師
試
補
、
次
い
で
同
技
師
と
な
っ
た
。
本
学
図

書
館
大
学
史
資
料
室
が
所
蔵
し
て
い
る
『
大
日
本
帝

国
壱
岐
対
馬
全
国
及
肥
前
国
西
南
部
土
性
図
』
『
同

説
明
書
』
（
一
八
九
四
）
は
、
こ
の
頃
、
小
林
が
係
わ

っ
た
土
性
調
査
の
成
果
で
あ
る
。 

 

こ
の
間
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
三
月
、
小
林

房
次
郎
は
、
地
質
調
査
所
に
勤
務
し
つ
つ
、
私
立
東

京
農
学
校
の
教
頭
に
就
任
し
た
。
小
林
が
教
頭
に
就

任
し
た
当
時
の
東
京
農
学
校
は
、
経
営
難
の
最
中
に

あ
っ
た
。
早
く
も
同
年
一
二
月
、
経
営
主
で
あ
る
榎

本
武
揚
は
、
経
営
に
行
き
詰
ま
り
廃
校
を
決
意
す
る

に
至
る
。
横
井
時
敬
の
尽
力
も
あ
り
、
同
校
は
大
日

本
農
会
に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
間
、

小
林
が
教
頭
と
し
て
ど
の
よ
う
な
動
き
を
し
て
い
た 
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の
か
は
定
か
で
な
い
。
翌
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
一

月
、
大
日
本
農
会
附
属
東
京
農
学
校
職
制
が
制
定
さ

れ
、
小
林
は
教
頭
の
地
位
を
横
井
に
譲
っ
た
。
と
は

言
え
、
小
林
は
引
き
続
き
同
校
講
師
を
継
続
し
、
さ

ら
に
横
井
、
豊
永
、
長
岡
、
本
多
、
渡
部
、
沢
野
淳
［
本

連
載
（
五
）
］
、
岡
毅
、
渡
瀬
寅
次
郎
［
本
連
載
（
一
）
］
、

伊
庭
想
太
郎
の
九
名
と
と
も
に
同
校
の
商
議
員
を
委

嘱
さ
れ
た
。
東
京
農
学
校
は
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇

一
）
に
大
日
本
農
会
附
属
私
立
東
京
高
等
農
学
校
、

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
専
門
学
校
令
に
よ
る

大
日
本
農
会
附
属
私
立
東
京
高
等
農
学
校
、
さ
ら
に

明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
大
日
本
農
会
設
立
の
私

立
東
京
高
等
農
学
校
と
な
る
が
、
小
林
は
こ
の
間
も

引
き
続
い
て
同
校
の
商
議
員
を
務
め
た
。
退
任
し
た

の
は
、
専
門
学
校
令
に
よ
る
大
日
本
農
会
設
立
の
私

立
東
京
農
業
大
学
と
改
称
し
た
明
治
四
四
年
（
一
九

一
一
）
一
一
月
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
五
年
余
り

に
わ
た
っ
て
商
議
員
と
し
て
同
校
の
経
営
に
与
っ
た

こ
と
に
な
り
、
そ
の
功
績
は
看
過
で
き
な
い
も
の
が

あ
る
。 

 

さ
て
、
本
務
で
あ
る
農
商
務
省
で
は
、
明
治
三
四

年
（
一
九
〇
一
）
肥
料
砿
物
調
査
所
が
新
設
さ
れ
、
小

林
は
地
質
調
査
所
を
本
務
と
し
、
農
務
局
技
師
兼
任

に
合
わ
せ
て
肥
料
砿
物
調
査
所
技
師
を
も
兼
任
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
は
、

肥
料
砿
物
調
査
所
の
事
務
を
農
事
試
験
場
に
移
す
勅

令
が
出
さ
れ
、
農
事
試
験
場
技
師
兼
任
と
な
っ
た
。

同
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
は
農
事
試
験
場
本
場
に

土
性
部
が
置
か
れ
、
農
事
試
験
場
に
籍
を
移
し
た
。

ま
た
、
こ
の
年
、
大
韓
帝
国
（
旧
韓
国
）
の
土
性
調
査

を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
成
果
は
『
韓
国
土
地
農
産
調
査

報
告 

京
畿
道
・
忠
清
道
・
江
原
道
』
と
し
て
、
農
商

務
省
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。 

                     

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
五
月
、
ド
イ
ツ
加
里
シ
ン

ジ
ケ
ー
ト
が
日
本
農
業
部
を
置
く
こ
と
に
な
り
、
農

事
試
験
場
に
適
任
者
の
推
薦
を
依
頼
、
古
在
由
直
場

長
は
小
林
を
推
薦
し
た
。
小
林
は
カ
リ
肥
料
の
研
究

に
従
事
す
る
こ
と
を
進
ん
で
決
意
し
、
官
を
辞
し
、

日
本
農
業
部
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
年
（
一
九

三
〇
）
、
ド
イ
ツ
加
里
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
日
本
農
業
部

の
事
業
を
継
承
し
て
、
大
日
本
加
里
株
式
会
社
が
設

立
さ
れ
る
と
、
小
林
は
農
業
部
の
部
長
に
就
任
し
、

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
に
第
一
線
を
退
き
、
同

社
顧
問
と
な
る
ま
で
、
カ
リ
肥
料
の
普
及
に
尽
力
し

た
。
「
本
邦
に
於
け
る
加
里
の
父
」
（
『
日
本
土
壌

肥
料
学
雑
誌
』
第
一
三
巻
第
六
号
［
一
九
三
九
］
所

収
の
追
悼
文
よ
り
）
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。
な

お
、
こ
の
間
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
七
月
、
博
士

会
推
薦
に
よ
り
小
林
房
次
郎
に
農
学
博
士
の
学
位
が

授
与
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
同
時
に
、
か

つ
て
札
幌
農
学
校
教
師
を
務
め
た
ブ
ル
ッ
ク
ス
や
、

駒
場
農
学
校
教
師
を
務
め
た
キ
ン
チ
に
も
農
学
博
士

の
学
位
が
授
与
さ
れ
た
。 

 

小
林
は
こ
の
他
に
も
、
東
京
帝
国
大
学
（
現
在
の

東
京
大
学
）
農
学
部
講
師
、
東
京
高
等
蚕
糸
学
校
（
現

在
の
東
京
農
工
大
学
工
学
部
）
講
師
、
日
本
土
壌
肥

料
学
会
の
顧
問
な
ど
も
務
め
た
が
、
昭
和
一
四
年

（
一
九
三
九
）
六
月
二
日
に
逝
去
し
た
。
従
四
位
勲

四
等
、
享
年
七
五
で
あ
っ
た
。 

国
際
食
農
科
学
科
教
授 

 

友
田
清
彦 

『日本土壌肥料學雑誌』第１３巻（**）昭和１４年、日本土壌肥料學會 
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か
つ
て
は
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
馬
耕
、
つ
ま
り

馬
に
犂
を
引
か
せ
て
田
圃
を
耕
す
作
業
が
ど
ん
な
も

の
で
あ
っ
た
か
を
直
感
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、

文
字
資
料
よ
り
も
絵
画
資
料
の
方
が
は
る
か
に
優
っ

て
い
る
。
宮
崎
安
貞
の
『
農
業
全
書
』
の
本
文
巻
頭
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
農
事
図
」
な
ど
を
見
る
と
、
当
時 

                 

                の
稲
作
の
様
子
が
生
き
生
き
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ

ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
徳
川
時
代
に
は
、
文
字
資
料

と
し
て
の
農
書
と
と
も
に
、
絵
画
資
料
と
し
て
の
絵

農
書
も
少
な
か
ら
ず
著
さ
れ
た
。 

 

同
様
に
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け

て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
業
を
浮
世
絵
な
ど
の
絵
画
で

描
い
た
作
品
が
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
三
代
歌
川

広
重
の
『
大
日
本
物
産
図
会
』
な
ど
は
そ
の
代
表
で

あ
る
。
ま
た
、
美
し
い
女
性
た
ち
が
蚕
を
飼
っ
た
り

す
る
姿
を
描
い
た
蚕
織
錦
絵
と
呼
ば
れ
る
浮
世
絵
も

多
数
出
版
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
実
際
の
養
蚕
風
景
を

描
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
養
蚕
作
業
に
託
し
た
美
人

画
の
一
種
と
見
た
方
が
良
い
で
あ
ろ
う
。 

教
育
・
啓
蒙
的
な
目
的
の
錦
絵
も
刊
行
さ
れ
た
。

「
幼
童
家
庭
の
教
育
を
助
く
る
為
め
」
に
、
文
部
省

が
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
刊
行
し
た
錦
絵
は
、
一

般
に
教
育
錦
絵
と
言
わ
れ
、
そ
の
中
に
も
稲
作
や
養

蚕
、
茶
業
関
係
の
も
の
な
ど
が
あ
る
。 

こ
う
し
た
一
連
の
絵
画
資
料
の
中
で
も
、
本
稿
で

紹
介
し
た
い
『
独
逸
農
事
図
解
』
と
深
い
関
係
に
あ

る
の
が
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
か
ら
同
九
年
に
か

け
て
、
当
時
の
国
立
の
博
物
館
が
編
纂
・
刊
行
し
た

『
教
草
』
（
お
し
え
ぐ
さ
）
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
関

係
か
と
い
う
と
、
田
中
芳
男
と
い
う
人
物
、
お
よ
び

澳
国
博
覧
会
（
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
）
と
の
関
係

で
あ
る
。
田
中
芳
男
と
い
う
人
物
な
ど
と
、
以
て
回

っ
た
言
い
方
を
し
た
が
、
本
学
の
関
係
者
で
あ
れ
ば

知
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
、
本
学
の
前
身

・
東
京
高
等
農
学
校
の
初
代
校
長
を
務
め
た
の
が
田

中
芳
男
で
あ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
は
そ
の
田

中
が
明
治
政
府
の
事
務
官
と
し
て
運
営
に
携
わ
っ
た

万
国
博
覧
会
で
あ
っ
た
。
な
お
、
田
中
芳
男
の
簡
単

な
略
歴
と
業
績
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
す
で
に
本
誌

創
刊
号
お
よ
び
第
一
〇
号
で
紹
介
し
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
省
略
す
る
。 

さ
て
、
『
教
草
』
と
い
う
の
は
、
田
中
芳
男
に
よ
れ

ば
、「
嚮
に
明
治
六
年
、
澳
国
博
覧
会
出
品
の
際
に
乗

じ
、
各
種
職
業
の
教
草
を
編
成
せ
し
め
画
図
を
加
へ
、 

内
務
省
蔵
版
『
独
逸
農
事
図
解
』
三
〇
葉
・
附
録
一
葉 

―
明
治
初
期
勧
農
政
策
の
象
徴
― 

 

『大日本物産図会』（*）「甲斐國葡萄培養図」 

『農業全書』（*）「農事図」 
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                以
て
童
蒙
に
供
」
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
ウ
ィ
ー

ン
万
国
博
覧
会
に
日
本
が
参
加
し
た
際
に
、
各
府
県

か
ら
提
出
さ
れ
た
出
品
物
の
図
説
を
も
と
に
編
成
さ

れ
、
当
時
の
文
部
省
博
物
局
（
東
京
国
立
博
物
館
の

前
身
）
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
「
第
一 

稲
米
一
覧
」
に

始
ま
り
、
「
第
二 

製
糖
一
覧
」
、
「
第
三 

養
蚕
一

覧
」
と
続
き
、
「
第
三
十
四 

草
木
移
植
心
得
」
で
終

わ
っ
て
い
る
。
体
裁
は
、
そ
れ
ぞ
れ
木
版
色
刷
り
の

一
枚
摺
（
約
三
八×

約
五
〇cm

）
で
、
ほ
ぼ
中
央
部

に
図
版
が
描
か
れ
、
図
を
囲
む
よ
う
に
説
明
文
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。 

そ
れ
で
は
、
こ
の
『
教
草
』
と
、
こ
れ
か
ら
紹
介
し

よ
う
と
す
る
『
独
逸
農
事
図
解
』
と
の
間
に
は
、
ど
の

よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
内
務
省
蔵
版
の

『
独
逸
農
事
図
解
』
三
〇
葉
・
附
録
一
葉
は
、
『
教

草
』
と
そ
の
体
裁
が
良
く
似
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ

以
上
に
興
味
深
い
こ
と
が
、『
独
逸
農
事
図
解
』
各
図

の
序
文
に
当
た
る
部
分
に
書
か
れ
て
い
る
。
や
や
長

文
に
な
る
が
、
以
下
に
そ
の
全
文
を
引
用
し
て
お
こ

う
。 

  
 

 

此
図
解
の
原
版
は
田
中
芳
男
か
嚮
に
澳
国
博

覧
会
よ
り
齎
ら
し
帰
り
て
我
勧
業
寮
に
納
め
た

る
も
の
に
し
て
蓋
独
国
農
業
の
要
大
抵
載
せ
て

漏
す
こ
と
な
し
其
の
説
明
確
用
意
周
密
殊
に
画

図
の
精
巧
完
備
な
る
に
至
て
は
大
に
看
者
の
想

像
を
切
実
な
ら
し
む
故
に
各
般
の
事
業
も
容
易

く
こ
れ
を
実
地
に
施
す
こ
と
を
得
へ
し
洵
に
農

家
の
標
準
と
い
ふ
へ
し
官
因
て
急
に
刊
布
を
謀

り
蘭
人
フ
ア
ン
カ
ス
テ
ー
ル
を
し
て
こ
れ
を
訳

せ
し
む
余
等
隨
つ
て
こ
れ
を
校
閲
し
務
め
て
字

数
を
省
き
要
領
を
節
収
し
又
傍
に
俚
訓
を
施
こ

し
以
て
農
家
子
弟
輩
の
誦
読
に
便
な
ら
し
む 

物
名
病
名
度
量
衡
等
原
訳
未
詳
か
な
ら
さ
る

も
の
は
姑
く
疑
を
存
し
て
他
日
の
校
正
に
付
す 

明
治
八
年
九
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
野 
榮 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鳴
門
義
民 

 

す
な
わ
ち
、
『
教
草
』
と
『
独
逸
農
事
図
解
』
の
成

立
に
は
、
い
ず
れ
も
田
中
芳
男
と
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博

覧
会
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、

よ
く
理
解
で
き
る
。
『
教
草
』
は
、
万
国
博
覧
会
と
い

う
機
会
を
通
じ
て
、
日
本
の
様
々
な
生
業
を
世
界
に

伝
え
る
た
め
に
田
中
芳
男
が
中
心
と
な
っ
て
編
纂
さ

れ
、『
独
逸
農
事
図
解
』
は
逆
に
西
洋
の
農
業
に
つ
い

て
、
日
本
人
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
田
中
芳
男
が
入

手
し
て
日
本
に
持
ち
帰
り
、
内
務
省
勧
業
寮
、
の
ち

同
省
勧
農
局
か
ら
摘
訳
刊
行
し
た
も
の
な
の
で
あ

る
。 

 

当
時
は
、
米
欧
回
覧
か
ら
帰
国
し
た
岩
倉
使
節
団

副
使
・
大
久
保
利
通
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
、

内
務
省
が
設
立
さ
れ
て
間
も
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。

内
務
省
に
は
、
最
重
要
な
一
等
寮
と
し
て
勧
業
寮
が

置
か
れ
、
殖
産
興
業
政
策
が
展
開
さ
れ
た
。
当
時
の

勧
農
政
策
も
そ
の
よ
う
な
殖
産
興
業
政
策
の
一
環
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
「
輸
入
防
遏
・
輸
出

振
興
」
を
主
要
な
政
策
課
題
と
し
、
官
営
主
導
型
・
西

洋
農
業
直
輸
入
型
の
勧
農
政
策
が
推
し
進
め
ら
れ

た
。
原
野
開
墾
と
西
洋
式
大
農
法
の
移
植
な
ど
は
、

そ
の
典
型
で
あ
る
。
具
体
例
を
挙
げ
れ
ば
、
現
在
の

成
田
空
港
の
あ
た
り
に
官
営
の
下
総
牧
羊
場
を
開

き
、
大
規
模
な
牧
羊
経
営
を
行
っ
て
原
毛
を
生
産
し
、

こ
れ
も
官
営
の
千
住
製
絨
所
で
毛
織
物
に
加
工
、
自

給
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、
当
時
の
輸
入
品
の
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
た
毛
織
物
の
輸
入
代
替
を
実
現 

『教草』（*）「第二 製糖一覧」 
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し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
『
独
逸
農
事
図
解
』

は
、
こ
の
よ
う
な
明
治
初
期
に
お
け
る
勧
農
政
策
の

象
徴
と
言
え
よ
う
。 

 

た
だ
し
、
明
治
初
期
に
お
い
て
は
、
西
洋
農
業
・
農

学
と
言
っ
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
が
中
心
で
、
東
京
大
学

農
学
部
の
前
身
、
駒
場
農
学
校
に
お
い
て
も
初
代
の

教
師
陣
は
す
べ
て
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
り
、
西
洋
の
翻

訳
農
書
も
圧
倒
的
に
イ
ギ
リ
ス
農
書
が
中
心
で
あ
っ

た
。
駒
場
農
学
校
の
教
師
た
ち
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
か

ら
ド
イ
ツ
人
へ
と
代
わ
っ
た
の
は
明
治
一
〇
年
代
の

半
ば
で
あ
る
か
ら
、『
独
逸
農
事
図
解
』
が
明
治
一
桁

代
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
や
や
時
代
に
先
行

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

 

さ
て
、
『
独
逸
農
事
図
解
』
の
体
裁
は
、
木
版
色
刷

り
の
一
枚
摺
で
、
ほ
ぼ
中
央
に
図
版
が
入
り
、
そ
れ

を
囲
ん
で
説
明
文
が
配
置
さ
れ
て
い
る
点
は
『
教
草
』

と
共
通
し
て
い
る
が
、
一
葉
の
大
き
さ
は
約
五
四×

七
〇cm

で
、
『
教
草
』
よ
り
一
回
り
大
き
い
。
欄
外

の
左
下
に
は
発
売
書
肆
と
し
て
、
「
東
京
南
伝
馬
町

二
丁
目
十
三
番
地 
有
隣
堂 

穴
山
篤
太
郎
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
有
隣
堂
は
、
今
の
有
隣
堂
と
は
別
物

で
、
当
時
は
最
も
有
力
な
出
版
社
と
し
て
、
多
く
の

農
業
書
も
刊
行
し
て
い
る
。
の
ち
に
発
展
す
る
博
文

館
に
相
当
す
る
よ
う
な
出
版
社
と
言
え
よ
う
か
。 

 

全
三
〇
葉
・
附
録
一
葉
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。 

 

第
一 

 

菓
樹
栽
培
法 

第
二 

 

葡
萄
栽
培
法 

第
三 

 

葡
萄
酒
管
理
法 

第
四 

 

糞
培
法 

第
五 

 

退
水
法 

第
六 

 

牧
場
灌
水
法 

第
七 

 

蜜
蜂
養
法 

第
八 

 

蔬
菜
類
耕
種
法 

第
九 

 

葎
草
培
養
法 

第
拾 

 

養
蚕
法 

第
十
一 

魚
類
蕃
殖
法 

第
十
二 

樹
林
栽
殖
法 

第
十
三 

材
木
伐
採
法 

第
十
四 

田
圃
耕
作
法 

第
十
五 

牧
牛
法 

第
十
六 

牧
牛
利
用
法 

第
十
七 

菓
樹
施
工
法 

第
十
八 

煙
草
種
芸
法 

第
十
九 

亜
麻
種
収
法 

第
二
十 

甜
菜
培
養
法 

第
廿
一 

阿
利
襪
栽
培
法 

第
廿
二 

庖
厨
料
理
法 

第
廿
三 

牧
馬
法 

上 

第
廿
四 

牧
馬
法 

下 

第
廿
五 

養
豚
法 

第
廿
六 

家
禽
養
法 

上 

第
廿
七 

家
禽
養
法 

下 

『独逸農事図解』（*）「第弐拾 甜菜培養法」 
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第
廿
八 

牧
羊
法 

第
廿
九 

耕
作
林
木
利
害
諸
鳥
説 

上 

第
三
十 
耕
作
林
木
利
害
諸
鳥
説 

下 

附
録 

 
接
木
並
器
具 

  

先
に
引
用
し
た
『
独
逸
農
事
図
解
』
の
序
文
に
よ

れ
ば
、
お
そ
ら
く
独
文
の
図
解
の
文
章
を
、
オ
ラ
ン

ダ
人
の
フ
ァ
ン
・
カ
ス
テ
ー
ル
が
蘭
文
（
あ
る
い
は

英
文
か
？
）
に
翻
訳
し
、
そ
れ
を
平
野
榮
と
鳴
門
義

民
の
二
人
が
和
訳
、
校
閲
、
摘
要
し
た
と
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
次
に
こ
の
平
野
榮
と
鳴

門
義
民
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
を
紹
介
し

た
い
。 

 

ま
ず
、
平
野
榮
で
あ
る
。
平
野
は
、
今
治
藩
医
で
国

学
者
で
も
あ
っ
た
半
井
梧
庵
の
三
男
と
し
て
、
嘉
永

三
年
（
一
八
五
〇
）
一
月
に
生
ま
れ
た
。
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
、
今
治
藩
権
大
属
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、

翌
四
年
に
は
同
職
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
愛
媛
県
教

育
会
今
治
部
会
編
『
今
治
郷
土
人
物
誌
』
（
一
九
三

二
）
に
は
、
「
明
治
の
初
年
、
『
か
な
が
き
新
聞
』
に

従
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
こ
ろ
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
、
平
野
は
、
内
務
省
勧
業

寮
九
等
出
仕
と
な
り
、
こ
こ
か
ら
政
府
の
勧
農
政
策

に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
一
〇
年
（
一
八
七
七
）

勧
業
寮
が
廃
止
さ
れ
、
勧
農
局
に
変
わ
る
と
、
内
務

三
等
属
と
な
り
勧
農
局
事
務
取
扱
を
申
し
付
け
ら 

                   れ
、
さ
ら
に
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
は
、
内
務

二
等
属
に
昇
進
し
て
い
る
。
こ
の
勧
農
局
時
代
に
平

野
は
半
井
姓
に
復
帰
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
、
勧
農
局
が
廃
止
さ
れ
、

新
た
に
農
商
務
省
が
設
置
さ
れ
る
と
、
農
商
務
二
等

属
、
農
務
局
事
務
取
扱
と
な
っ
た
。
翌
一
五
年
に
は
、

一
等
属
に
昇
進
、
さ
ら
に
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
は

准
奏
任
御
用
掛
と
な
っ
た
。
こ
の
農
商
務
省
時
代
に
、

半
井
は
蚕
茶
課
長
と
し
て
蚕
病
試
験
研
究
を
提
唱
、

蚕
病
試
験
場
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

蚕
病
試
験
場
は
、
の
ち
に
発
展
し
て
東
京
高
等
蚕
糸

学
校
と
な
り
、
現
在
の
東
京
農
工
大
学
工
学
部
へ
と

成
長
し
て
い
く
。 

や
が
て
、
退
官
、
そ
の
後
さ
ら
に
富
山
県
、
石
川
県

の
勧
業
課
長
、
ま
た
石
川
県
珠
洲
郡
長
と
な
り
、
明

治
二
五
・
六
年
頃
ま
で
地
方
官
を
歴
任
し
て
い
る
。

明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
頃
、
『
鹿
児
島
実
業
新

聞
』
創
刊
の
際
に
、
聘
せ
ら
れ
て
主
筆
と
な
っ
た
が
、

約
四
年
で
退
社
、
そ
の
後
は
没
年
に
至
る
ま
で
雑
誌

『
蚕
業
新
報
』
に
寄
稿
し
、
蚕
業
界
で
活
躍
し
た
。
こ

の
間
、
第
一
回
か
ら
第
五
回
ま
で
の
内
国
勧
業
博
覧

会
の
す
べ
て
で
審
査
官
を
つ
と
め
、
ま
た
織
物
な
ど

に
か
か
わ
る
地
方
在
来
産
業
者
の
全
国
組
織
で
あ
る

五
二
会
の
審
査
も
嘱
託
さ
れ
て
い
る
。
永
年
の
功
労

に
よ
り
藍
綬
褒
章
を
授
与
さ
れ
た
が
、
大
正
一
四
年

（
一
九
二
五
）
一
月
、
東
京
で
没
し
た
。
行
年
七
六

歳
。
半
井
榮
補
訂
『
柞
蚕
飼
養
実
験
録
』
（
一
八
八

四
）
、
半
井
榮
撰
『
義
所
鳥
山
先
生
伝
』（
一
九
一
三
）

な
ど
の
業
績
が
あ
る
。 

次
に
鳴
門
義
民
で
あ
る
。
鳴
門
義
民
は
、
天
保
六
年

（
一
八
三
五
）
七
月
、
阿
波
国
美
馬
郡
重
清
村
東
原

に
、
佐
々
治
藤
太
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
姓
を

鳴
門
に
改
め
、
江
戸
・
芝
浜
松
町
の
大
木
忠
益
、
の
ち

の
坪
井
為
春
に
入
門
し
、
蘭
学
を
学
ん
だ
。
万
延
元

年
（
一
八
六
〇
）
か
ら
は
、
ヘ
ボ
ン
ら
米
人
教
師
に
つ

『第三回内國勧業博覧會 其會場一覧全圖』（*） 
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い
て
英
学
を
学
び
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
、
神
奈

川
奉
行
所
附
下
番
、
さ
ら
に
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
、

通
弁
幷
翻
訳
御
用
出
仕
と
な
っ
た
。
明
治
維
新
後
、

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
、
芝
露
月
町
に
英
学
鳴
門
塾

を
開
き
、
福
沢
諭
吉
の
慶
應
義
塾
に
次
ぐ
生
徒
数
を

誇
っ
た
。 

他
方
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
、
大
蔵
省
勧
農
寮

に
出
仕
、
権
中
属
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
大
蔵
省
租
税

寮
中
属
を
経
て
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
、
内
務
省 

                  

                  勧
業
寮
農
務
課
農
学
掛
と
し
て
主
に
農
業
関
係
洋
籍

の
翻
訳
、
農
書
編
纂
に
従
事
し
た
。
平
野
榮
と
と
も

に
『
独
逸
農
事
図
解
』
の
校
閲
に
当
た
っ
た
の
も
、
こ

の
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
内
務
省
勧
農
局
、
農
商
務

省
農
務
局
等
に
お
い
て
主
に
害
虫
駆
除
の
指
導
に
従

事
し
、
各
地
で
螟
虫
調
査
等
を
実
施
し
て
い
る
。
訳

書
に
『
哥
氏
田
圃
虫
書
』
（
一
八
八
二
、
農
商
務
省
農

務
局
蔵
版
）
が
あ
る
。
原
著
は
イ
ギ
リ
ス
人
ジ
ョ
ン
・

カ
ー
テ
ィ
ス
の
『
農
園
の
害
虫
』
（
一
八
六
〇
）
で
、

こ
の
五
二
八
頁
、
一
六
カ
ラ
ー
図
版
の
大
著
を
、
鳴

門
が
摘
訳
し
た
の
が
『
哥
氏
田
圃
虫
書
』
で
あ
る
。

「
哥
氏
」
と
は
カ
ー
テ
ィ
ス
を
指
す
。
大
正
二
年
（
一

九
一
三
）
一
一
月
、
没
。
青
山
霊
園
に
葬
ら
れ
た
。 

一
方
は
蚕
、
も
う
一
方
は
螟
虫
な
ど
の
害
虫
と
い

う
違
い
は
あ
る
が
、
平
野
榮
・
鳴
門
義
民
の
二
人
が
、

『
独
逸
農
事
図
解
』
の
あ
と
、
い
ず
れ
も
虫
と
深
く

か
か
わ
る
生
涯
を
送
っ
た
こ
と
に
は
、
な
ぜ
か
不
思

議
な
縁
を
感
じ
る
。 

国
際
食
農
科
学
科
教
授 

友
田
清
彦               

   

当
資
料
室
で
は
東
京
農
業
大
学
史
に
関
す
る
資
料
を
ひ
ろ

く
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
農
業
大
学
史
関
係
資
料
や
、

各
種
情
報
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も 

結
構
で
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 

 

東
京
農
業
大
学 

 
 

 
 

 

図
書
館 

大
学
史
資
料
室 

〒
１
５
６-

８
５
０
２ 

東
京
都
世
田
谷
区
桜
丘
１-

１-

１ 

電
話 : 

０
３-

５
４
７
７-

２
５
２
６ 

Ｆ
Ａ
Ｘ: 

０
３-

５
４
７
７-

２
５
４
６ 

 
本
文
中
で
＊
印
の
付
い
て
い
る
資
料
は
当
大
学
史
資
料
室
の
所
蔵
資
料
で
す
。 

 

『哥氏田圃虫書』（**）明治１５年、有隣堂 

本
文
中
で
＊
＊
印
の
付
い
て
い
る
資
料
は
当
大
学
図
書
館
の
所
蔵
資
料
で
す
。 

 

『義所鳥山先生伝』（**）大正２年、半井栄著、鳥山先生表彰会 


